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平成 25（2013）年度 相愛中学校・高等学校「学校評価」 

 

１ めざす学校像 

相愛学園では、創立１２５周年を機に、「建学の精神」に立ち戻り、改めて学園教育理念を定め、また教育方針を確認。

学園教育理念「當相敬愛」を単にスローガンで終わらせず、本校のすべての教育活動の基軸に据え、「自己肯定感」・「関

係性の力」をキーワードに、「當相敬愛」を軸にして進化した独自の人間形成教育に努める。教育活動として、現代の時

代状況に応じる「新しい学び」として、「学習力」強化・「アウトプット教育」の推進・「国際教育」の充実の３本柱とす

る。 

２ 中期的目標 

１． 学習力強化 

・自習室を整備し、生徒が学習に集中できる環境を整える。 

・シラバスの作成・実施、朝テスト、各種検定、スコラ手帳、自習室の活用等、現在実施している教育活動を継続・

深化・系統化させることにより、教育レベルの向上をめざす。 

２． アウトプット教育の推進・国際教育の充実 

・「アウトプット教育」と「国際教育」についてはセットで取り組む 

・生徒の英語コミュニケーション力の向上を図り、「インプット」面を充実させる。 

・自らの「意見形成」を行い、発言・行動できる「アウトプット力」を身に付ける。 

・「宗教行事」・「クラブ活動」を通じ、互いに影響を与え合い、高め合う人間関係形成力を培う。 

【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

自己評価アンケートの結果と分析 

［2013 年 12 月実施］ 

学校評価委員会からの意見 

○生徒 

【学校生活全体】【学級経営】【学校行事・クラブ】の項目で全体的

に高い満足度が示されている。「１）明るく楽しい学校生活を送っ

ている」「５）相愛学園に入学してよかった」「７）クラスは居心地

がよい」「11）学校の宿題や課題をきちんとこなしている」は、生

徒・保護者のすべてで、重要度・満足度ともに高い象限に入る。 

○保護者 

生徒とほとんどの質問で同一の結果となったが、高校をコース別

に比較すると、音楽科の保護者は、「35）教育に必要な施設・設備

がそろっている」ことを評価しており、昨年度も同様ある。 

○分析 

特に、重要度・満足度ともに高い象限に入っていた項目は、仲の良

い友人関係を築き、有意義な学校生活を送ることができる場とし

て学校が高く評価されている点は、本校の魅力の中でも強調でき

る点であるといえる。今後も継続して高い評価が得られるような

環境作りを心掛けるよう、教職員一同努めてまいりたい。 

授業アンケートの結果について、重要度・満足度と

もに魅力として、【学校生活】明るく楽しい学校生

活を送ることができ、クラス担任との関係を含め

クラスは居心地がよく、学習面で相談できる教員

がいる点については、本校の魅力のなかでも高い

評価が認められる。 

学校行事やクラブ活動並びにSoai教養講座等も保

護者から支持されている。 

また、音楽科については、生徒・保護者は、進路や

興味関心に応じた科目を選択できること、施設・設

備を高い評価がされている。 

夏休み中にトイレのエコキャンパス事業に伴う洋

式化やシャワー室設置など施設に対する要望が改

善されている。 

しかし、保健室、図書館等の場所については改善検

討していただき、授業の様子・進路情報ともにアン

ケート結果に基づき改善を要望する。 



 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

学
習
力
強
化 

(1)学力の向上 

ア 教育改革の推進 

（将来構想委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 普通科「専攻選択コ

ース」の設置準備 

（将来構想委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 「ブラッシュアップ

English」と習熟度別授業 

 

 

 

 

 

エ 朝テスト、漢字検定・

英語検定等、資格取得の

継続実施 

 

 

ア 学校教育改革プロジ

ェクトチームと中学改革

プロジェクトチームを発

足し、女子教育に特化し

た進化したカリキュラム

や教育内容を構築・検討

する。 

 

 

 

 

イ 在校生徒や新入生が

希望進路の実現のため、

26 年度「高校普通科進学

コース」を「高校普通科専

攻選択コース」に変更し、

を高校 2 年次より選択で

きるカリキュラムを実施

するための準備及び実施

 

 

 

 

ウ 高校普通科に「ブラ

ッシュアップ English」、

中学に英語・数学の習熟

度別授業を導入する 

 

 

 

エ 朝テストを実施。漢

字検定・英語検定受験の

徹底 

 

 

ア 具体的目標

の提示とコー

ス変更実施の

有無 

 

 

 

 

 

 

 

イ 生徒・保護

者の満足度向

上・新入生増 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 状況にあっ

た取組・結果 

 

 

 

 

 

エ 生徒・保護 

者の満足度 

向上 

 

 

ア 中高の将来構想最重要懸案事項

である魅力ある学校づくりと外部へ

の情報発信を効果的に行うため、学

校教育改革プロジェクトチームと中

学改革プロジェクトチームを発足。

次年度カリキュラムについて検討を

重ねた。結果、平成 26 年度「専攻選

択コース」を実施しすることができ

た。今後さらなる女子教育充実を図

る。 

 

イ 26 年度に高校「普通科進学コー

ス」を「普通科専攻選択コース」に

変更するため、校内アンケートや市

場調査を行った結果、7つの専攻（文

系・理系・文理系・幼児教育・看護受

験・栄養・教養マナー）を高校 2 年

次より選択できるカリキュラムを実

施することとし、開設に必要な準備

をおこなった。 

今後は運営にあたり教職員との連携

をさらに充実させる必要がある。 

 

ウ 高校普通科に「ブラッシュアッ

プ English」、中学に英語・数学の習

熟度別授業を導入したことで、生徒

の学力レベルに対応した授業を展開

し、学力の向上をめざした。 

引き続き成績アップに努める。 

 

エ 昨年度同様、1 限目開始前に朝

テストを実施、不合格者には放課後

に補習・再テスト等を行い、基礎学

力の定着をはかった。 



 

 

 

 

 

 

オ e-learning の導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 補習・講座の充実 

 

 

 

 

 

 

 

キ 学習環境の整備 

 

 

 

 

 

 

オ 自学自習のために e-

learning を導入 

 

 

 

 

 

 

 

カ 定期考査後や長期休

暇中の授業と補習の開講

 

 

 

 

 

 

キ 教員室前の質問コー

ナーの増設、自習室の移

設・個別ブースの設置 

 

 

 

 

 

 

オ 生徒・保護 

者の満足度・ 

学力向上 

 

 

 

 

 

 

カ 参加者の成

績向上並びに学

力向上 

 

 

 

 

 

キ 状況にあわ

せ取組む 

資格取得には非常に肯定的で今後も

年 1 回以上、漢字検定・英語検定受

験の機会を設け、併せて試験合格に

向けてのより具体的な取り組みを行

う。 

 

オ 平成 24 年度より、基礎学力を強

化・自学自習できるツールとして e-

learning を導入、一人ひとりに応じ

た学習に取り組んできた。結果、施

設設備も含め、自学自習できる環境

を整えた。今後もこのシステムを継

続しつつより効果があがる方策を検

討・導入する 

 

カ 定期考査後や長期休暇中の授業

と補習のあり方について更に検討・

改善を続けた結果、特進・進学・音

楽科の目標に適した内容を実施し

た。今後も学力の低い生徒の力を向

上させる仕組みを検討し、粘り強く

指導を継続する。 

 

キ 教員室前の質問コーナーの増

設、自習室の移設・個別ブースの設

置等をし、生徒各自の学習上の弱点

補強をおこない、放課後にも今まで

以上に集中して学習できる環境を整

えた。結果、自習室の使用頻度が劇

的に向上した。 

 

 

 



２ 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
教
育
の
推
進 

(1)進路・キャリア教育 

ア 進路指導とキャリア

教育の充実 

 

 

 

 

 

 

(2)宗教教育 

ア 宗教教育と日々の礼

拝の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 生徒会活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 総合的な学習の充実

  

ア 進路指導部・キャリ

ア教育推進部と各学年の

連携のもと、全学年での

系統的なキャリア教育を

推進。 

 

 

 

 

ア 各種宗教行事の参加

や充実した心の教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 体育祭の外部大型体

育館での開催ならびに文

化祭の内容・運営の見直

し  クラブ活動の充実 

 

 

 

 

 

 

ウ 総合的な学習の時間

のより一層の充実 

 

ア 生徒・保護

者の満足度向上

と合格実績向上 

 

 

 

 

 

 

ア 生徒・保護

者の満足度向上

と人間力向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 生徒・保護

者の満足度向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 生徒・保護

者の満足度向上 

 

ア 浄土真宗本願寺派宗門校の各大

学並びに教育連携協定を結んでいる

龍谷大学にて、高校生による一日見

学体験実施。さらに相愛大学や京都

女子大学への直接的な体験の場面を

設定したことにより、自身の将来展

望や志望校の合格実績の向上がみら

れた。  

  

ア 龍谷総合学園が提唱する各種の

交流、体験の機会に積極的に参加し

た。また、毎朝毎夕の教室礼拝指導

を改めて見直し、指導の徹底、法要

での法話の記録などを行い生徒や教

職員の積極的な参加を促すような対

策を行った。なお、教職員に対する

研修の機会を増やし建学の精神とみ

教えを今一度共有し、宗教教育を学

校全体で取り組む体制をとり、社会

全体で倫理観が低下している現状か

ら、なお一層の充実を図る。 

 

 

イ 中央体育館で実施した昨年度の

反省点をふまえ、問題点の解決と競

技内容の充実を図った。実施につい

て天候に左右されないので非常に評

価が高い。従前の文化祭の内容・運

営も見直しを図り、生徒会主体とな

り平常に統制がとれ、学校生活の活

性化の一助となっていると評価され

ている。 

 

ウ 日本の伝統文化にふれる「華道」

「茶道」、専門家から個別指導を受け

られる「吹奏楽」、また心身の健康と

安定をめざす「ヨガ」は希望者も多

い。これらを継続し、より一層の充

実を図る。 



 

３ 

国
際
教
育
の
充
実 

国際交流プログラム 

① 修学旅行の海外渡航

 

 

 

 

 

② 国際交流プログラム

 

 

①高２修学旅行 

シンガポール 

 

 

 

 

②ハワイ「PBA」での語学

研修プログラム実施 

（中 3～高 3対象） 

 

①生徒の満足度

が非常に高い 

 

 

 

 

②参加者の満足

度並びに、交流

校の評価向上 

 

①見聞を広げ、語学への興味・関心

を高めて国際理解を深めるため、国

内の高校修学旅行をシンガポールで

行った結果、国際教育の充実を図れ

た。 

 

② 本 校 と Pacific Buddhist

Academy（以下、「ＰＢＡ」）との間に

おける交流に関する協定書に基づき

本校と建学の精神を共にする、ハワ

イ PBA での語学研修を 11 日間夏期

に実施。ホームステイや PBA の生徒

との交流・異文化体験を通し国際感

覚を磨く機会を設けた。加えてそれ

を更に発展させたものとして、1 ヵ

月間ＰＢＡの通常授業で学習する研

修を実施。参加生徒達は英語の習得

に関心があり、教員も理解が深まっ

ている。本年度は中 2 生を対象にス

カイプ（SKYP）にてハワイとの交信

を行った。今後も国際感覚を磨くべ

くさらなる充実を図る。 

 

 

 


